
市川市立第三中学校 研究研修 

 

令和６年度 研究の指針 

１．学校教育目標 

 

心豊かでたくましく共に生きる力を持った生徒の育成 

～将来大人として社会で立派に通用する人間の育成～ 

 

 

２．研究主題 

 

ともに学び合う授業の創造 

～主体的・対話的で深い学びを目指して～ 

 

 

３．主題設定の理由 

学習指導要領では、これまでの学校教育の実践を生かし、子どもたち一人一人に未来社会を切り拓く

ための資質・能力を確実に育成するため、求められる資質・能力とは何かを社会と共有し連携する「社

会に開かれた教育課程」の理念の実現を目指している。「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」

「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱をバランスよく育成することが大切とされ、さらに何を学

ぶかだけでなくどのように学ぶかを重視した授業の工夫、改善を必要としている。 

これまでに本校では言語教育の充実をめざした授業実践を行ってきた経緯を踏まえ、①学ぶことに

興味関心を持つこと②生徒同士で協働すること③教職員や地域の人との対話により自己の考えを広げ

深めることが重要と考え、本主題を設定した。 

 

４．研究仮説 

生徒がともに学び合う場面を設定することで、他者に対して自分の考え等を根拠とともに明確に説

明しながら、対話や議論を通じて多様な相手の考えを理解したり自分の考え方を広げたりし、多様な

人々と協働していくことができる人間を育てることができるであろう。 

 

５．研究主題達成のための具体的な取り組み 

（１）授業規律の徹底 

力を伸ばす授業が展開されるためには、授業規律が守られなければならない。人の話を聞くときの態

度、授業中の姿勢、話し合いのルールなど、様々な規律を年初に生徒に話し、各教科、学年、学級で

連携を図り、年間を通して徹底する。 

（２）「何ができるようになるか」の明確化 

学習課題を明確にし、この授業では何ができるようになることが目標なのかを生徒に意識させる。 

（３）「ともに学び合う」場面の設定 

学習内容に応じて、生徒同士が学び合う時間を設定するよう意識する。学び合いには、意見を交わ

す、書いた文章を読み合う、共に作業をする、ペアワークをするなど様々な形態がある。各教科にお

いて、取り組みやすい形態を考えて取り組む。 

（４）カリキュラム・マネジメントを意識的に行う 



学習指導要領等の理念を踏まえ、これからの「カリキュラム・マネジメント」については三つの側

面から捉えられる。 

・各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた教科横断的な視点で、その目

標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列すること。  

・教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、

教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連の PDCAサイクルを確立すること。  

・教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も含めて活用しながら効

果的に組み合わせること。 

単元ごとにどの場面で、どのような力を伸ばしたいかを考えて授業を組み立て、学習内容の改善と

充実を図る。 

（５）教員も「ともに学ぶ」姿勢を持つ 

研究主題の「ともに学び合う」とは、生徒同士に限らず、教員と生徒、教員同士にも当てはまる。授

業中の生徒の取り組みの様子や発言等から、授業改善の指針を得られることもある。また、他の教員が

行っている方法も積極的に取り入れ、授業の引き出しを増やしていくことが大切である。 

（６）生徒には日ごろから、「授業はみんなで創るもの」という意識を持たせる 

「自分だけ理解できれば良い」「自分だけ寝ていても誰にも迷惑をかけていない」というような考え

方の生徒が多くいるクラスといないクラスでは、授業の雰囲気や生徒の学習に対するモチベーションに

大きな差ができる。ともに学ぶ姿勢のあるクラスは、最終的に学力だけでなく、学習指導要領のねらい

である様々な資質や能力も伸びる。 

（７）昨年度まで行ってきた本校での取り組みは今年度も引き続き行う 

①「道しるべ」の効果的、継続的活用 

※「道しるべ」とは、月ごとに各教科の学習の計画を表にまとめたシラバスです。学年便りの裏面

に印刷しますので、道しるべの入力を確実にお願いします。特に、他学年を教えている先生方は

入力もれのないようにお願いします。 

②講師を招いての授業研究会、指導案検討会の実施（未定） 

③校内研修会の実施（未定） 

④ブロック小学校との連携を図り、相互授業参観の実施…未定 

（８）「教育実践のあゆみ」を作成し活用する 

（９）言語活動の充実を実現するために教材や教具、ICT機材などを効果的に活用する 


